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地⽅の国際化と活性化を推進する
留学⽣キャリア形成・地域定着促進プロジェクト

第１回 ⼤学の国際化促進フォーラム幹事会
2021年 8⽉3⽇

⾦沢⼤学 副学⻑
国際担当 ⽥中 茂雄
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プロジェクトの背景と将来的なビジョン

地⽅の国際化と活性化を推進する
留学⽣キャリア形成・地域定着促進プロジェクト

背
景

外
国
⼈

留
学
⽣
像

少⼦⾼齢化に伴う労働⼒不⾜
地域社会の産業の停滞

厚生労働省Webサイトより
https://www.mhlw.go.jp/english/wp/wp-hw3/dl/j1_05.pdf

減少傾向にある

期待される

国際Iターン⼈材

将来的には、地域に定着し
地域を共にデザインし
地域を共創し発展させる

 地域の企業に就職し、その専⾨的知⾒や国際性を
活かしながら地域創⽣に寄与する⾼度職業⼈材

 地域に定着することで、地域の⼀員として地域発
展の責任を担う、⾼い帰属意識をもった⼈材

 ⽇本と諸外国の企業交流・⼈材交流を更に推進・
発展させることができるグローバル⼈材

⾼い専⾨性を
⾝につけた

〜 相乗効果で推進 〜将
来
的
な

ビ
ジ
ョ
ン ⼤学の国際化 と 地域の国際化

⾼度な専⾨性を持った
外国⼈留学⽣の育成・輩出

企業の海外進出
外国⼈⼈材の活躍で、「国際業務
ノウハウ獲得」「現地のニーズ調
査」といった課題を解決。

グローバルな
企業へ成⻑

地域社会の
サステナブルな発展

「歴史」✖ 「⽂化」
「多様性」✖ 「寛容

性」

将来的には
海外⼤学との連携強化

⼤学ランキングの上昇
さらに優秀な

留学⽣が
⽇本の⼤学に

留学
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プロジェクトの概略

地⽅の国際化と活性化を推進する
留学⽣キャリア形成・地域定着促進プロジェクト

２つの取り組み

外国⼈留学⽣を対象とした
「キャリア形成・地域定着⽀援プログラム」
を連携⼤学で共通化して実施

① ② 全国の地⽅⼤学でフォーラムを構築し
共通化されたプログラムを全国に展開

グッドプラクティスや
特徴的な事例の共有も

これまでの実績を活⽤してこれまでの実績を活⽤して
⽂部科学省「留学⽣就職促進プログラム事業」（2017〜2021）

実績 ⇒ 181名の⽇本企業就職（H30~R2）

実績 「かがやき・つなぐ」
北陸・信州留学⽣就職促進プログラム

連携・情報共有の範囲を
拡⼤させることで

外国⼈留学⽣のキャリア形成
地域定着をさらに推進する︕

⽇本企業への就職
地域への定着を

⽬指して

⽇本企業への就職
地域への定着を

⽬指して

３つのフェーズで就職・定着をサポート

地⽅には
地⽅の現状に即した

⼈材育成が必要

“やりがい” や
”⽣きがい” に

強みを作る⼈材育成

留学⽣⾃ら
起業することも

サポート

プログラムの共通化・DX化による
⼈材育成のプラットフォームの形成

様々な地域の特徴、各⼤学のニーズに
関する現状の調査・把握、情報の交換 フォーラム総会

開催
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プロジェクトの⼯程

地⽅の国際化と活性化を推進する
留学⽣キャリア形成・地域定着促進プロジェクト

8⽉ 9⽉ １0⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
2022年

4⽉

STEP

スタート
アップ
準備期

１

STEP

地域連携
拡⼤

実践期

２

STEP

全国
展開

発展期

３

2021年
7⽉

2021年度

2022年度

2023年度

 地域の特徴やニーズ・
これまでの取組みなど
情報の収集と共有

 プロジェクト基盤構築

連携プロセスの
ロードマップの作成

プログラムの共通化のための
ワーキンググループの⽴ち上げ・開催

8⽉3⽇
 第1回 国際化促進

フォーラム幹事会

10⽉
 地域連携⼤学コンソーシアムの

キックオフミーティングを開催
 DXのためのウェブシステムの

試⾏版を公開

9⽉以降
 第1回 SGU 国際化

促進フォーラム総会

3⽉
 全国の地⽅連携⼤学間の

オンラインミーティングを開催
 2022年度のプログラム開始に

向けた説明会を開催

‐

プロジェクトの様々な取り組みの成果として

 全国の地⽅⼤学や地域の企業・⾃治体で構成される全国組織の⽴ち上げ

 構築した共通化プログラムを全国の地⽅⼤学で展開し
留学⽣キャリア形成・地域への定着を促進

 地域の⼤学で共通化さ
れたプロジェクト開始

 全国フォーラムの形成
へ向けて連携を推進

 プロジェクトの⼀年⽬
の成果を全国の地⽅⼤
学へ向けて発信

 連携体制の更なる拡⼤

2024年度には


